
　
冒
頭
、
水
廣
土
木
評
会
長

が
、「
職
員
減
少
、
被
災
地
へ

の
職
員
派
遣
、
任
用
替
え
、
入

札
制
度
改
革
と
い
っ
た
状
況

の
変
化
の
中
、
土
木
建
築
部

職
員
を
取
り
巻
く
職
場
環
境

は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
土
木
技
術
は
県
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
必

要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
確

保
の
為
に
も
、
職
員
の
労
働

環
境
を
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
要

求
書
を
手
交
し
た
。

　
土
木
評
の
要
求
内
容
に
つ

　
土
木
評
は
７
月
12
日
に
水
廣
土
木
評
会
長
及
び
土
木
評
役
員
14
名
が
出
席

し
て
監
理
課
長
・
技
術
管
理
課
長
交
渉
を
実
施
し
た
。
土
木
建
築
職
場
に
お

い
て
は
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
職
場
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
労
働
環
境
の
改
善
を
強
く
求
め
た
。

い
て
は
、

　
一
、
業
務
量
に
見
合
っ
た

職
員
数
を
配
置
す
る
こ
と
。

職
員
数
の
確
保
が
困
難
な
場

合
は
、
職
員
数
に
応
じ
た
適

切
な
業
務
量
を
考
え
、
業
務

内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ

と
。（
①
土
木
建
築
部
の
将
来

像
を
示
す
こ
と
、
②
業
務
量

に
見
合
う
適
正
な
人
員
を
配

置
す
る
こ
と
、
③
業
務
量
に

応
じ
た
人
員
配
置
と
な
る
よ

う
、
適
切
に
業
務
量
の
評
価

を
行
う
こ
と
、
④
業
務
内
容

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
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▲要求書を手交する水廣土木評会長（写真右）

２０１１年８月１７日
（土木関係職員組合員　全員配付）

１面／　７月１２日　監理課長・技術監理課長交渉
２面／　７月１５日　監理課・道路整備課交渉

　
具
体
例
と
し
て
、（
ア
）
環

境
ブ
ロ
ッ
ク
の
選
定
・
発
注

手
続
き
を
簡
略
化
、（
イ
）
低

価
格
入
札
時
の
重
点
監
督
の

見
直
し
基
準
簡
略
化
や
中
間

検
査
追
加
の
見
直
し
、
（
ウ
）

入
札
時
の
最
低
制
限
価
格
の

▲回答する、河村監理課長（右）、　
藤本技術管理課長（左）

▲監理課長・技術管理課長交渉の様子

　
要
求
に
対
し
、
河
村
監
理

課
長
及
び
藤
本
技
術
管
理
課

長
は
、「
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

働
け
る
職
場
作
り
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
、
職
場
の
環
境
整
備

に
活
か
し
た
い
」
と
述
べ
た

上
で
、
要
求
に
つ
い
て
回
答

を
行
っ
た
。

　
一
、
①
社
会
情
勢
や
事
業

量
等
の
土
木
建
築
部
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
基

づ
き
、
今
後
の
土
木
建
築
部

の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直

す
こ
と
と
な
る
が
、
現
状
で

は
、
国
と
地
方
の
業
務
分
担

や
権
限
委
譲
の
動
向
が
定

ま
っ
て
お
ら
ず
、
確
た
る
こ

と
を
お
示
し
で
き
る
状
態

め
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
適

切
な
定
員
の
配
置
と
な
る
よ

う
、
今
後
も
各
事
務
所
の
意

見
を
聞
い
て
い
く
。
昨
年
度

に
土
木
評
か
ら
要
求
が
あ
っ

た
「
形
骸
化
し
た
事
務
の
見

直
し
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
、
見
直
し

を
継
続
し
て
い
く
。
④
（
ア
）

環
境
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
扱
い
が

複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
現
在
、
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
に
見
直
し
に

つ
い
て
委
託
し
て
い
る
。
環

境
ブ
ロ
ッ
ク
の
取
扱
い
は
、

平
成
23
年
度
中
を
目
標
に
見

直
し
中
で
あ
る
、（
イ
）
重
点

監
督
の
簡
略
化
は
、
時
期
は

未
定
だ
が
見
直
し
を
す
る
。

中
間
検
査
も
、
見
直
し
を
検

討
す
る
、（
ウ
）
判
断
基
準
額

を
事
前
公
表
し
て
も
、
逆
に

低
入
札
価
格
調
査
の
対
象
の

増
加
が
見
込
ま
れ
、
職
員
の

負
担
軽
減
に
繋
が
ら
な
い
の

で
は
、
入
札
制
度
は
、
不
断

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　
二
、
①
土
木
評
か
ら
の
要

求
も
あ
り
、
昨
年
、
情
報
企

画
課
と
協
議
し
た
が
、「
ゲ
ー

公
表
、
ま
た
は
、
最
低
制
限

価
格
の
千
円
（
万
円
）
単
位

で
の
設
定
）

　
二
、
働
き
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
を
図
る
こ
と
。（
①

業
務
に
必
要
な
環
境
整
備
を

お
こ
な
う
こ
と
、
②
産
休
・
育

休
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
）

　
三
、
建
築
技
術
職
場
（
建

築
、
電
気
、
機
械
）
に
お
け

る
諸
要
求
に
つ
い
て
は
土
木

評
議
会
建
築
部
会
と
、
任
用

替
え
職
員
の
業
務
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
部

会
と
誠
意
を
持
っ
て
交
渉
す

る
こ
と
―
の
３
項
目
を
要
求

し
た
。

監
理
課
長
・
技
術
管
理
課
長
回
答で

は
な
い
、
②
事
業
量
、
業

務
量
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、

人
員
配
置
を
行
っ
て
い
る
。

事
業
量
、
業
務
量
の
実
態
に

つ
い
て
は
各
所
属
の
意
見
を

聞
い
て
お
り
、
今
後
も
事
務

所
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
適

切
に
対
応
す
る
、
③
業
務
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
に
努

ト
レ
ス
ダ
ム
は
常
勤
職
員
が

お
ら
ず
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問

題
や
費
用
面
で
の
問
題
が
あ

り
対
応
は
困
難
」
と
い
う
回

答
で
あ
っ
た
。
再
度
要
求
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
検
討
す
る
。
②
産
休
・
育

休
に
対
し
て
は
臨
時
職
員
採

用
に
よ
る
対
応
が
基
本
と
考

え
て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
、

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
の
活
用

を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
産

休
・
育
休
が
事
前
に
分
か
る

場
合
は
、
正
規
職
員
の
配
置

を
人
事
課
に
要
求
し
て
い

る
。
た
だ
、
年
度
途
中
で
産

休
に
入
る
こ
と
が
分
か
っ
た

場
合
は
、
対
応
が
難
し
い
。

　
三
、
建
築
技
術
職
場
及
び

土
木
評
維
持
管
理
部
会
と

は
、
今
後
と
も
誠
意
を
も
っ

て
交
渉
を
行
う－

と
回
答
し

た
。

　
各
事
務
所
の
幹
事
か
ら
、

①
職
場
で
は
職
員
数
が
ぎ
り

ぎ
り
の
状
態
で
あ
る
、
②
土

木
の
職
場
は
時
間
外
勤
務
が

恒
常
化
し
て
い
る
。
時
間
外

勤
務
手
当
の
適
切
な
支
給

を
お
願
い
し
た
い
。
③
低
入

札
の
判
断
基
準
額
に
つ
い

て
は
「
現
場
が
非
常
に
苦
労

し
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
ほ
し
い
、
④
維
持
管

理
予
算
を
増
額
し
て
ほ
し

い
、
⑤
調
査
物
の
数
が
多
い

の
で
減
ら
す
こ
と
は
で
き

な
い
か
、
⑥
周
南
港
湾
管
理

事
務
所
は
、
建
物
が
老
朽
化

し
て
お
り
雨
漏
り
が
あ
る

の
で
修
繕
を
お
願
い
し
た

い
な
ど
職
場
の
現
状
を
訴
え

る
発
言
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
監
理
課

長
・
技
術
管
理
課
長
は
改
善

で
き
る
も
の
は
改
善
し
て
行

く
、
時
間
外
の
予
算
確
保
に

努
め
る
、
人
的
ミ
ス
が
あ
る

こ
と
を
前
提
に
入
札
制
度
に

つ
い
て
多
方
面
で
対
応
を
検

討
す
る－

と
回
答
し
た
。

　
土
木
評
は
今
後
と
も
、
職

場
環
境
の
改
善
を
行
う
こ
と

を
要
求
し
て
、
交
渉
を
終
え

た
。
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▲要求書を手交する井上部会長（写真右）

　
土
木
評
維
持
管
理
部
会
は
７
月 

15
日
に
井
上
部
会
長
及
び
土
木
評
維
持

管
理
部
会
役
員
12
名
が
出
席
し
て
部
会
設
立
後
初
め
て
の
交
渉
と
な
る
監
理

課
・
道
路
整
備
課
交
渉
を
実
施
し
た
。
今
後
の
維
持
管
理
の
充
実
強
化
や
職

場
環
境
の
構
築
な
ど
を
強
く
求
め
た
。

　
冒
頭
、
井
上
部
会
長
が
、

「
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
部

会
と
し
て
初
め
て
の
交
渉
と

な
る
。
ま
た
、
原
則
現
業
職

が
廃
止
と
な
り
職
場
環
境
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
全

く
違
う
職
場
か
ら
転
任
し
た

職
員
も
い
る
中
、
土
木
建
築

部
と
し
て
、『
将
来
の
維
持
管

理
業
務
の
指
針
』
を
早
期
に

示
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
が
、
未
だ
不
透

明
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
の

維
持
管
理
業
務
の
充
実
強
化

は
勿
論
、
活
気
あ
る
職
場
環

境
の
構
築
を
目
指
し
て
本

日
、
要
求
書
を
手
交
す
る
。
要

求
は
緊
急
且
つ
、
切
実
な
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
誠
意
あ

る
回
答
を
お
願
い
す
る
」
と

述
べ
、
要
求
書
を
手
交
し
た
。

　
土
木
評
維
持
管
理
部
会
の

要
求
内
容
に
つ
い
て
は
、

　
一
、
土
木
評
維
持
管
理
部

会
と
誠
意
を
も
っ
て
継
続
的

に
交
渉
・
協
議
す
る
こ
と
（
①

業
務
の
見
直
し
後
の
検
証
を

行
い
つ
つ
、「
今
後
の
維
持
管

理
業
務
の
あ
り
方
」
を
継
続

的
に
労
使
双
方
で
交
渉
・
協

議
す
る
こ
と
、
②
定
数
は
、
46

名
と
認
識
し
て
い
る
、
主
管

課
の
認
識
を
確
認
し
た
い
、

③
半
年
程
度
経
過
し
た
段
階

で
、
業
務
の
検
証
は
必
要
と

し
て
い
る
。
特
に
、
新
体
制

移
行
後
の
初
年
度
で
あ
り
、

労
使
双
方
で
、
き
め
細
や
か

な
検
証
を
行
う
こ
と
。

　
二
、
将
来
の
維
持
管
理
業

務
の
適
切
な
方
向
性
を
早
期

に
示
す
こ
と
（
①
維
持
管
理

課
で
は
、「
人
員
・
予
算
共
に

減
少
し
て
い
る
」
が
約
20

年

も
前
か
ら
「
維
持
管
理
の
時

代
」
と
言
わ
れ
て
い
る
事
と

現
実
が
、
あ
ま
り
に
も
乖
離

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
主

管
課
の
考
え
方
を
質
し
た

い
、
②
経
過
措
置
職
員
の
定

年
後
、「
再
任
用
希
望
者
の
対

応
」
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

職
員
の
先
行
き
が
不
透
明
で

あ
る
た
め
、
今
後
の
方
針
を

早
期
に
示
す
こ
と
、
③
将
来

的
に
現
転
任
者
が
い
な
く
な

り
継
続
的
な
取
り
組
み
が
要

求
さ
れ
る
維
持
管
理
業
務
に

お
い
て
、
未
だ
に
「
将
来
の

維
持
管
理
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
、
土
木
建
築
部
と
し
て

指
針
が
示
さ
れ
な
い
の
は
不

満
）

　
三
、
見
直
し
後
の
担
当
業

務
に
つ
い
て
、
各
所
属
へ
周

知
徹
底
を
図
る
な
ど
の
措
置

を
行
う
こ
と
（
①
任
用
替
と

な
っ
た
職
員
は
行
政
Ｂ
で
あ

り
行
政
Ａ
で
は
な
い
た
め
、

職
員
に
過
度
の
負
担
が
な
い

よ
う
各
所
属
の
意
志
疎
通
を

図
る
措
置
を
行
う
こ
と
、
②

新
体
制
移
行
後
も
「
本
来
業

務
の
質
を
落
と
さ
な
い
こ
と

が
重
要
で
、
完
全
な
許
認
可

事
務
へ
シ
フ
ト
す
る
の
で
は

な
い
」
と
認
識
。
特
に
各
職

場
ま
ち
ま
ち
の
対
応
で
、「
本

来
業
務
が
置
き
ざ
り
と
な

り
、
意
識
上
も
許
認
可
へ
シ

フ
ト
し
、
長
年
築
か
れ
た
ス

タ
ン
ス
が
崩
れ
去
る
」
事
で
、

そ
の
つ
け
は
県
民
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
事
に
繋
が

る
、
③
今
後
の
業
務
研
修
計

画
は
、
従
来
同
様
「
相
互
に

調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め

る
」
事
と
し
、
女
性
転
任
者

へ
の
十
分
な
配
慮
を
行
う
こ

と
）

　
四
、
他
職
種
か
ら
の
転
任

者
及
び
人
員
配
置
が
特
筆
的

な
職
場
に
つ
い
て
は
、
職
員

に
過
度
の
負
担
が
生
じ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
（
①
他
職

種
か
ら
の
転
任
配
置
の
方

は
、
ま
ず
維
持
管
理
に
必
要

な
基
本
で
あ
る
業
務
を
覚
え

る
事
が
最
優
先
で
、
負
担
の

大
き
い
事
務
分
掌
の
主
務
者

に
す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

維
持
管
理
業
務
の
質
を
落
と

す
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
、
②
今
年
度
は
、
通

年
と
は
状
況
が
異
な
る
新
た

な
出
発
点
で
あ
る
と
の
認
識

を
も
っ
て
、
職
員
に
メ
ン
タ

ル
に
繋
が
る
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
、
③

過
去
２
度
の
任
用
替
は
、
一

定
の
期
間
経
過
し
た
時
期
に

「
人
事
課
対
応
に
よ
る
座
談

会
形
式
の
会
議
で
情
報
交
換

や
近
況
を
述
べ
、
精
神
的
に

効
果
は
あ
っ
た
」
と
聞
い
て

い
る
。
他
職
種
か
ら
転
任
し

た
職
員
を
対
象
に
そ
の
よ
う

な
機
会
を
設
け
る
こ
と
）

　
五
、
各
土
木
建
築
事
務
所

の
地
域
性
（
特
殊
性
）
を
考

慮
し
、
将
来
を
見
据
え
た
職

務
形
態
と
な
る
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
（
①
各
土
木
事
務

所
は
地
域
性
（
特
殊
性
）
が

あ
り
、
実
態
に
応
じ
た
対
応

を
し
て
い
る
が
、
許
認
可
事

務
的
要
素
に
お
い
て
も
実
働

差
が
あ
り
長
期
的
視
野
で
検

討
し
、
職
員
の
適
切
な
定
数

配
置
を
検
討
す
る
こ
と
、
②

許
認
可
事
務
に
関
わ
る
過
程

に
お
い
て
組
織
的
に
は
「
本

所
、
支
所
、
分
室
」
と
あ
る

が
、
全
て
に
許
認
可
事
務
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
数
年

後
に
は
、
事
務
的
能
力
に
差

異
が
生
じ
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
職
場
の
判
断
や

本
人
の
意
志
に
基
づ
き
、
一

定
の
人
事
交
流
（
所
内
異
動
）

を
検
討
す
る
こ
と
）－

の
５

項
目
を
要
求
し
た
。

監
理
課
・
道
路
整
備
課
回
答

　
要
求
に
対
し
、
監
理
課
及

び
道
路
整
備
課
は
、「
本
年
度

は
、
行
政
職
へ
の
任
用
替
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
過

去
に
比
べ
人
事
異
動
も
多

く
、
維
持
管
理
課
の
体
制
が

大
き
く
変
わ
っ
た
所
属
も
あ

る
。
体
制
が
移
行
し
て
初
年

度
で
も
あ
り
、
こ
ち
ら
と
し

て
も
様
々
な
意
見
を
伺
い
、

改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
皆
さ
ん

の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い

て
、
よ
り
良
い
職
場
環
境
作

り
に
向
け
て
活
か
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
上
で
要
求

に
つ
い
て
回
答
を
行
っ
た
。

　
一
、
①
今
後
の
維
持
管
理

業
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
誠
意
を
持
っ
て
交
渉
、
協

議
を
行
う
、
②
昨
年
ま
で
と

変
わ
り
な
く
「
４
６
名
」
と

認
識
、
③
業
務
の
検
証
は
、
上

半
期
終
了
時
を
目
途
に
実
施

し
、
手
順
・
方
法
に
つ
い
て

部
会
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

る
。

　
二
、
①
維
持
管
理
費
は
、
県

財
政
の
悪
化
に
伴
い
、
平
成

18
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
。
厳
し
い
状

況
は
続
い
て
い
る
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ

よ
う
、
今
後
と
も
引
き
続
き

必
要
な
維
持
管
理
費
の
確
保

に
努
め
る
、
②
再
任
用
に
つ

い
て
は
、
人
事
課
が
お
答
え

す
べ
き
事
項
で
あ
る
が
、
現

状
に
お
い
て
過
員
配
置
さ
れ

て
い
る
状
況
を
考
慮
す
る

と
、
退
職
さ
れ
る
方
の
再
任

用
は
、
非
常
に
厳
し
い
と
認

識
し
て
い
る
、
③
将
来
的
な

維
持
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
も
参

考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
今
後
と
も
維
持

管
理
水
準
の
低
下
や
職
員
の

負
担
増
加
を
招
か
ぬ
よ
う
必

要
な
人
員
確
保
に
努
め
る
。

　
三
、
①
事
務
分
掌
に
つ
い

て
は
、
個
人
の
能
力
や
所
属

の
実
情
も
踏
ま
え
て
、
各
所

属
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
監
理
課
や
道
路

整
備
課
か
ら
一
律
に
指
示
す

る
も
の
で
は
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
年
度

は
現
業
職
か
ら
行
政
職
へ
の

任
用
替
え
が
あ
る
こ
と
や
、

他
職
種
か
ら
配
置
さ
れ
た
職

員
も
い
る
こ
と
等
か
ら
、
昨

年
度
、
監
理
課
か
ら
所
属
に

対
し
、
事
務
分
掌
の
決
定
に

当
た
っ
て
は
、
円
滑
に
業
務

が
執
行
で
き
、
か
つ
職
員
に

過
度
の
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
配
慮
す
る
旨
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
年
度
が

始
ま
り
一
定
の
期
間
を
経
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
の
ご

指
摘
も
踏
ま
え
、
各
所
属
か

ら
業
務
の
実
態
を
聴
取
し
た

上
で
、
各
所
属
間
で
の
情
報

共
有
化
な
ど
、
必
要
な
措
置

を
検
討
す
る
、
②
ご
指
摘
の

と
お
り
、
維
持
管
理
水
準
が

低
下
す
れ
ば
、
結
果
と
し
て

県
民
に
不
利
益
が
生
じ
る
結

果
と
な
る
。
こ
ち
ら
と
し
て

も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
、
そ
う
し
た
こ
と
が

な
い
よ
う
業
務
執
行
体
制
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
、
③
上
半
期
経
過

後
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る

業
務
検
証
結
果
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
研
修
内
容
を
検

討
し
、
効
果
的
な
研
修
を
実

施
し
て
い
く
。

　
四
、
①
職
種
の
変
更
に
よ

り
配
置
さ
れ
た
職
員
に
つ
い

て
、
維
持
管
理
業
務
に
習
熟

す
る
た
め
に
一
定
の
配
慮
を

す
る
こ
と
は
、
適
切
か
つ
円

滑
な
業
務
執
行
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
が
、
業
務
の
量
や

質
の
程
度
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
一
定
の
業
務
の
主
務
者

を
担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
業

務
実
態
に
応
じ
た
柔
軟
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
先
に
申
し
上
げ
た
、
各

所
属
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら

対
応
を
検
討
す
る
、
②
本
年

度
は
新
た
な
出
発
点
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
職
員
に

過
度
な
負
担
が
生
じ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
所
属
か
ら
の

意
見
も
聴
取
し
、
必
要
に
応

じ
て
一
定
の
配
慮
を
求
め
る

こ
と
と
す
る
、
③
今
回
の
任

用
替
に
つ
い
て
も
、
人
事
課

に
お
い
て
意
見
を
聴
取
す
る

場
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
要

求
の
趣
旨
を
人
事
課
に
伝
え

る
。

　
五
、
①
定
数
配
置
に
当

た
っ
て
は
、
事
業
量
や
業
務

の
実
態
に
基
づ
き
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
今
後
と
も

所
属
の
意
見
を
よ
く
聞
き
な

が
ら
適
切
に
対
応
す
る
、
②

所
内
移
動
を
含
め
人
事
異
動

に
つ
い
て
は
、
人
事
課
の
所

管
と
な
る
が
、
ご
指
摘
の
趣

旨
を
人
事
課
に
伝
え
る
事
と

し
た
い－

と
回
答
し
た
。

　
ま
た
追
加
要
求
と
し
て
、

職
員
の
安
全
に
係
る
こ
と
か

ら
適
切
な
被
服
対
応
に
つ
い

て
求
め
、
早
急
に
対
応
す
る

－

と
回
答
を
受
け
た
。

　
土
木
評
維
持
管
理
部
会
は

今
後
と
も
、
職
場
環
境
の
改

善
を
行
う
こ
と
を
要
求
し

て
、
交
渉
を
終
え
た
。


